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教
主
さ
ま
お
作
　
灰
釉
茶
盌
「
月
の
萩
」

　【
月
宮
宝
座
土
、
月
宮
宝
座
萩
釉
】

え
ら
い
と
も
偉え
ら

く
な
い
と
も
思お
も

は
ず
に

力ち
か
らの

か
ぎ
り
尽つ

く
せ
も
ろ
人び
と【 

尊
師
　
出
口
日
出
麿 

】
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祭
務
課
長
　
加
　

藤
　
道
　

明

惟か
ん
な
が
ら
神
の
心 

　

連
日
、
テ
レ
ビ
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
報
道
ば
か
り
が
目

立
ち
ま
す
。
一
年
半
前
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
緊

急
事
態
宣
言
発
令
な
ど
に
よ
り
、
不
要
不
急
の
自
粛
生
活
と
な
り
、
今
ま
で

当
た
り
前
だ
っ
た
生
活
が
一
変
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

教
主
さ
ま
の
本
年
み
ろ
く
大
祭
ご
あ
い
さ
つ
の
中
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
、
い
っ
た
ん
収
束
に
向
か
う
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
感
染
力
の
強

い
と
い
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
、
全
国
で
急
速
に
拡

大
し
て
お
り
ま
す
。（
中
略
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
き
っ
か

け
に
、
世
界
は
進
む
方
向
を
大
き
く
転
換
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
神
さ
ま
を
中
心
と
し
た
人
間
の
在
り
方

で
な
い
と
何
事
も
う
ま
く
進
ま
な
い
と
、
神
さ
ま
か
ら
諭
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
お
り
ま
す
」
と
お
示
し
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
前
の
生
活
と
異
な
り
、
ご
自
宅
で
過
ご

さ
れ
る
時
間
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
環

境
に
あ
る
と
き
こ
そ
、
神
さ
ま
に
真
剣
な
祈
り
を
さ
さ
げ
、
日
々
の
生
活
を

明
る
く
前
向
き
に
過
ご
す
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

聖
師
さ
ま
は
「
人
間
は
常
に
心
を
平
静
に
も
ち
、
愛
善
の
誠
を
も
っ
て
人

の
幸
運
を
祈
り
、
悲
し
か
っ
た
こ
と
や
、
口
惜
し
か
っ
た
こ
と
は
全
然
忘
れ

て
し
ま
い
、
楽
し
か
り
し
こ
と
を
の
み
思
い
出
し
、
世
界
人
類
に
対
し
て
、

誠
を
さ
え
つ
く
し
て
お
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
惟
か
ん
な
が
ら神
の
心
で

あ
る
、
人
生
の
努
め
で
あ
る
」『
月
鏡
』
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
混
迷
の
世
の
中
を
安
心
立
命
に
乗
り
切
る
に
は
、
平
常
心
を
保
ち
、

「
惟
神
の
心
」
に
な
っ
て
日
々
過
ご
す
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
に
も
、
歴
代
教
主
・
教
主
補
さ
ま
方
の
ご
神
書
に
触
れ
る
こ
と
は

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。



　
７
日
（
土
） 

午
前
10
時
30
分
〜

開
教
１
２
９
年
聖
師
ご
聖
誕
１
５
０
年

瑞
生
大
祭
遥
拝
祭

　
８
日
（
日
） 

午
前
10
時
30
分
〜

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

13
日
（
金
） 

夕
拝
後
〜

　
神
集
祭
遥
拝
祭
（
初
日･

旧
７
月
６
日
）

18
日
（
水
） 

午
後
７
時
〜

　 

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

　 

講
題
　
霊
界
の
実
在

　
　
　
　
　
　
〜
先
祖
供
養
の
大
切
さ
〜

　
　
　
　

講
師
　
西
山
桂
一
郎
（
愛
善
宣
教
課
長
）

19
日
（
木
） 

夕
拝
後
〜 

　
　
神
集
祭
遥
拝
祭(

最
終
日･

旧
７
月
12
日
）

※
行
事
の
延
期
や
中
止
、
祭
典
の
参
拝
を
ご
遠
慮
い
た

だ
く
な
ど
、
予
定
を
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 

８
月 

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

東光苑オンライン講座
8⺼ 18日（水）19：00 〜

霊　界　の　実　在
〜先祖供養の大切さ〜

講師：西山桂一郎（愛善宣教課長）

出口王仁三郎聖師は、「霊界物語」の中に死後の世界（霊界）
の様子を詳しく書き残しています。混迷の現代を幸福に生き
るために、霊界の実在や先祖供養の大切さについてお話しし
ます。

大本東京本部ホームページでご覧ください！

　

６
月
東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例

祭
は
6
月
13
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎

主
・
加
藤
道
明
祭
務
課
長
の
も
と
執
行
さ

れ
た
。

　

当
日
は
、
東
京
都
が
緊
急
事
態
宣
言
中

の
た
め
、
一
般
の
参
拝
は
自
粛
を
呼
び
か

け
た
中
で
の
祭
典
執
行
と
な
っ
た
。ま
た
、

祭
典
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
配
信
さ
れ
、
映
像
を
通
し
遠
隔
地
か
ら

も
遥
拝
さ
れ
た
。

　

祭
員
は
本
部
職
員
が
、
ま
た
大
本
神
諭

拝
読
は
柿
崎
哲
男
総
務
管
理
課
長
が
担
当

し
た
。

　

祭
典
後
、
橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン

タ
ー
長
が
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

東
光
苑
月
次
祭
を
執
行

東光苑月次祭の参拝について
　

　東光苑月次祭は、緊急事態宣言中はご参拝をご遠慮いただき、緊急事

態宣言が解除されれば、各機関からの代表参拝とさせていただきます。

皆さまにはご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご協力のほどよろし

くお願いいたします。

　なお、祭典の模様は、大本東京本部の信徒専用ページからライブ配信

いたします。また、緊急事態宣言解除後の、通常のご参拝は可能です。

ただし、ご宿泊については、都内の感染者数が収まるまで、しばらくの間、

受付いたしませんので、ご了承願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大本東京宣教センター
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作
陶
展

み

ろ

く

の

春
D

E
G

U
C

H
I

 
K

U
R

E
N

A
I

ギャラリーおほもと（東光苑）
　　　　　　　　　　　　  

大本東京本部内

　開場 :9：30 ～ 16：30［入場無料］

［場所・お問合せ先］
東京都台東区池之端２ー１ー４４
　　　　　　　　　　　　　大本東京本部
Tel 03-3821-3701　Fax 03-3821-5283
※状況によって開場を中断する場合があります

出
口
　

紅
　

作
陶
選
集

 【作陶選集の申込・お問い合わせ先はこちら】
　株式会社　天声社
　Tel　0771-24-7523
　ホームページからのご注文承ります。

　本年は、教主さまが教主にご就任さ
れ 20 周年を迎えます。この佳節を記
念して、出口紅作陶展「みろくの春」
を開催させていただくこととなりまし
た。
　このたびは、『出口紅作陶選集』に
記載された作品の中から、23 点を選
出し展示させていただいており、また
壁面には昇天 30 年を迎える出口日出
麿尊師さまの書画をあわせて展示して
おります。この機会にぜひご観覧賜り
ますよう謹んでご案内申し上げます。
　　　　　　　　　　  （8 月 31 日まで）

 

教
主
さ
ま
の
ご
就
任
20
周
年
を

記
念
し
、
教
主
さ
ま
の
初
と
な

る
お
作
品
集
『
出
口
紅
作
陶
選

集
』
が
教
主
生
誕
祭
に
合
わ
せ
、

発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
天
声
社
」
で
は
、
作
陶
選

集
の
お
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
求
め
く

だ
さ
い
。

開
　

催
　

中


